
自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述
運営推進会議で話しあった

内容
外部評価 記述

1 理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふ
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

事業所は地域密着型サービスの
意義を踏まえた上、施設理念を掲
げ管理者および職員は共有する
ことで実践に繋げている。(年間研
修予定参照)

2
事業所と地域との
つきあい

事業所は、利用者が地域とつな
がりながら暮らし続けられるよう、
認知症の人の理解や支援の方法
などを共有し、事業所自体が地域
の一員として日常的に交流してい
る

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

自治会の一員として地域活動に
参加し、近隣地域の方との交流を
大切にしている。事業所からは行
事や会議などの参加、介護相談
窓口を設け認知症への理解や支
援方法などの助言及び地域包括
に繋げるという役割を担う。

地域が高齢化し災害や、介護
について考えることが増えてい
る。施設としての協力体制はで
きている。また、多方面との交
流に努め地域との相互関係の
構築を図っている。

・地域高齢者の相談窓口。
・地域の一員として活動
　行事等の参加。
・包括へ繋げる役割。

3
運営推進会議を活
かした取り組み

運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

運営推進会議も回数を重ねるごと
に自治会、民生員、包括、家族と
多くの参加協力の基、利用者や
サービスの実際、取り組み状況な
どを報告し率直な意見を聞くことで
今後のサービスに繋げている。

運営推進会議も68回になり
日々多くの意見を聞くことで施
設運営に活かせている。地域
や家族と共に入居者を支えて
いく。

・運営推進会議ではコロナが落
ち着いたら研修や講演会等を取
り入れていく。
・運営に関するアンケート等
サービスの向上に生かせるよう
取り組んでいる。

4 市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くよう
に取り組んでいる

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

市町村主催の研修や公演には積
極的に参加し、直面する問題点や
サービスの見直し等いち早く取り
入れている。現在はオンラインに
て相談業務や研修を実施してい
る。(認知症チームケアマネジメン
ト推進研修会実施中)

市町村とは今まで通り意見交
換や調査や報告等しっかり努
め協力関係を築いていく。

・（市）主催の研修会等
認知症チームケアマネジメント
推進事業
エンディングノートアドバイザー
研修　（令和3年度分）

5
身体拘束をしない
ケアの実践

代表者および全ての職員が「介護
保険法指定基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組
んでいる

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

身体拘束排除の理念や指針を明
確化しマニュアルに沿ったケアを
職員は守っている。身体拘束廃止
委員会メンバーを中心に問題点や
拘束を行わないケアを確認し実践
している。(身体拘束廃止委員会
議事録参照)

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

勉強会等で職員は周知しており
身体拘束をしないケアの取り組
みを実践されている。

6 虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防
止関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めてい
る

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

職員勉強会にて「高齢者虐待法」
を学び施設の理念・指針を示し徹
底した防止に努めている。(年間研
修予定参照)

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

「職員の方が誠実に接して頂い
ていると思います」との家族回
答あり。

7
権利擁護に関する
制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

成年後見制度及び権利擁護につ
いて(市)研修や勉強会を通して学
び、現在活用されている入居者も
おり実践できている。また、相談窓
口を設け個別相談や関係機関へ
の橋渡しを行っている。(年間研修
予定参照)

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営



自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述
運営推進会議で話しあった

内容
外部評価 記述

8
契約に関する説明
と納得

契約の締結、解約また改定等の
際は、利用者や家族等の不安や
疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

事前の施設見学及び説明会に十
分時間をかけ家族の質問に答え
るようにしている。契約時の不安
や問題点については納得して頂い
てから手続きを行い契約途中解除
では家族に対し疑問を抱えていな
いか十分配慮している。

9
運営に関する利用
者、家族等意見の
反映

利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員ならびに外部者へ
表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

外部者へ発せる場として運営推進
会議や行事・研修が定期的に行
われ、入居者や家族からの要望
や意見が聞ける関係づくりを心掛
け、収集された内容については外
部者へ率直な意見として発し施設
運営に反映している。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

10
運営に関する職員
意見の反映

代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

代表者や管理者は入居者の状況
や実情知るうえで常に現場で関
わっている職員からの意見や提案
に耳を傾け必要であればすぐに対
応し反映させている。

職員面談を年2回実施し率直な
意見を聞いている。

11 就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

代表者は日々の職員の努力や実
績を管理者より知る機会を設け給
与・労働時間・やりがい等を考慮し
各人が向上心を持って働けるよう
努めている。また、希望休優先と
し職員は躊躇なく休めるよう働き
やすい環境づくりを実現している。

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

「厳しい状況の下、職員の方の
労働環境も大変だと思います。
感謝しています。」
家族から言葉を頂きとても
励みになりました。

12
職員を育てる取り
組み

代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

代表者は個々の段階に応じた研
修を職員が希望すれば受講でき
るように働き方や時間の工夫を行
い職員の学びの気持ちを大切にし
ている。また、受講研修者の研修
内容を他職員は周知しており協力
体制は整っている。

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

職員の中にはスキルアップを目
標に努力している人がいる。そ
の気持ちに答えるべき研修等が
受講しやすい環境つくりをされ
ていることは良いことだと思いま
す。

13
同業者との交流を
通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会を作り、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをして
いる

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

グループホーム協議会の一員とし
てブロック研修会はもとより他事業
所との勉強会や交流会、相談業
務等にて意見交換を行い生活支
援・医療・介護・予防の観点から
サービスの質の向上への取り組
みを行っている。(現在はリモート
で実施)

14
本人と共に過ごし
支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の
立場におかず、暮らしを共にする
者同士の関係を築いている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

自分らしく暮らすために場面の中
で「介護する、介護される」という
立場ではなく共に支えあい一緒に
過ごすことで本人の意向や関わり
方が見えてくる。信頼関係を大切
にしている。
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述
運営推進会議で話しあった

内容
外部評価 記述

15
馴染みの人や場と
の関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

本人の大切にしてきた人間関係
や社会環境を把握し考慮しながら
継続できるよう支援し、現在はタブ
レット端末などによりオンラインで
面会するなど途切れない支援を実
施している。

コロナ禍で難しいが写真や手
紙、電話など交流の手段として
もっと活用していきたい。

文字を書くのも難しくなり
ましたが一生懸命書いたと
思うと胸が詰まります。

16 思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方、生
活環境、一日の過ごし方の希望
や意向の把握に努めている。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

センター方式によるアセスメントや
家族め利用者本人に聞き取りを
行い、可能な限り一人一人の思い
や意向把握に努めている。確認が
困難な場合は利用者本人の視点
に立って検討している。

包括I様より「センター方式を活用して希望や意
向の把握をしようと取り組まれていることがわか
りました。」とコメントあり。「入所自前の情報提供
や入所後の家族記載や家族面談での聞き込み
調査を行い本人の情報を職員間で共有し認知
症ケアに役立てている」と回答する。

17
チームでつくる介護
計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、
家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作
成している

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

センター方式のEシートやカンファ
レンス等から、各担当者の気づき
や意見、アイディアを把握し現状
に即した介護計画を作成してい
る。本人・家族の満足度や効果な
ど短期目標に沿って評価したモニ
タリングに基づき、介護計画の見
直しをしている。

介護計画を作成すにあたり
担当職員の意見を聞くと共に
積極的にご家族からの意向や
希望をお願いしたい。本人の為
にいろんな関わり方を模索し、
実践している。状況に関して評
価しながらプランはできてい
る。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

家族I様より「記録されているなら見せて下さい」
とコメントあり。「介護計画とは、３か月毎に更新
しているケアプランの事で見直し前に必ずご家
族に要望などの聞き込みを行っている分です
よ。また現行の状態がプランに即しているかモニ
タリングをもとに介護計画の見直しを行いご家族
に確認の上記名をお願いし１部返却しておりま
す」と回答。

18
個別の記録と実践
への反映

日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活か
している

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

センター方式のDシートに記入さ
れた日々の個人記録から、職員
間で気づきを共有し、ケアの実践
や介護計画の見直しに活かしてい
る。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

日常生活の気づきや工夫、見
直しは記録に残すことで職員間
で共有できている。

19
一人ひとりを支える
ための事業所の多
機能化

本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取
り組んでいる

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

本人や家族からの要望があれば
必要に応じて話し合いニーズに合
わせた支援方法を模索し柔軟に
対応している。

個々のニーズに対応するため
に入居者や家族から意見を聞
けるようにしている。

状態や状況に応じて面談等実
施し支援策を考えて実施してい
る。

20 地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支
援している

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

安全な暮らしの確保という視点か
ら、警察及び消防署、医師等によ
る公演会、近隣施設や移動図書
を利用し、教養・娯楽に親しみ、福
祉バス旅行、ボランティア依頼に
て豊かな暮らしの実現を図ってい
る。

地域資源の活用が施設運営に
重要である。入居者の豊かな
生活の為に利用していきたい。

地域資源との協同にて
楽しい生活が送れている。
地域の人に支えられて
いることを実感しています。

21
かかりつけ医の受
診支援

受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

本人及び家族の希望にて主治医
(内科・精神科・眼科・皮膚科等)が
定期的に往診し職員が状況を報
告また、検査必要時は受診支援を
行い適切な医療が受けられ医療
連携を図り協力体制ができてい
る。

ほとんどが施設での往診となっ
ているため助かっている。主治
医と直接関わることができ状況
や状態の報告も早く、安心して
います。

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述
運営推進会議で話しあった

内容
外部評価 記述

22
入退院時の医療機
関との協働

利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努め
ている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

入院する際、医療機関に施設生
活の状況や介護保険情報など「医
療と介護の連携シート」を使用して
伝えている。退院まで病院と連絡
取り合い、情報を共有できるように
努めている。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

23
重度化や終末期に
向けた方針の共有
と支援

重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んで
いる

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

事業所の方針を共有し、本人・家
族の望む暮らしが最後まで行える
ように看取り介護計画書を作成し
ている。意向の確認を行いながら
内容を見直し、チームケアで取り
組める計画を作成できるよう努め
ている。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

24
急変や事故発生時
の備え

利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や
初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

急変及び事故発生時の対応マ
ニュアルを設け職員勉強会を通し
て把握している。定期的な研修や
訓練を自施設のみならず地域資
源を利用し、安全かつ迅速な対応
ができるための実践を身に着けて
いる。

25 災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築
いている

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

年２～３回の各災害に対する訓練
を実施。重度者が多いため夜勤
時の職員確保に問題があるが事
前に非難に向けての連絡網や近
隣への要請、訓練等を密に行って
いる。

災害を想定した対策は入居者
の安全を第一に緊急時スムー
ズな支援が出来る備えであり
充分注意しながら取り組んでい
る。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

包括I様より「避難訓練の実施状況」とコメントあ
り。「定期粋な避難訓練を実施し、避難経路の周
知と近隣への協力を得ている。避難時の携帯用
個人情報ファイルには緊急連絡先・主治医・服
薬などが書き込まれ緊急時は避難袋と共にすぐ
に持ち出せるようにしている」と回答。
25.家族1様より「入居者Nは、移動させることはリ
スクが高いと思われます。移動させない(残す)こ
とわ希望します。立ち合いが必要なら伺います」
と意見がありました。「災害対策としての避難方
法については施設内で重度(寝たきり)の方が３
名、車椅子使用者が３名、歩行支援が３名と、ど
の方も状態応じてのリスクは伴います。このよう
な状況ですから現実的に考えて昼夜を問わず近
隣の協力や行政機関への依頼が不可欠です。
その為に日ごろの訓練が重要だと考えます。ま
た、入居者の安全に移動する手段としてのスト
レッチャーや担架の準備・使い方など、車いすで
も可能な通路、歩行者の通り道の段差や車両な
どの確認、地域資源を活用しながら安全対策に
努めております。訓練時の立会いについては是
非参加して頂ければと思います」と回答。

26
一人ひとりの尊重と
プライバシーの確
保

一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉か
けや対応をしている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

尊厳と権利が保たれる生活が送
れるように一人ひとりを尊重し誇り
や自尊心を損ねないように心がけ
ている。（勉強会にて言葉使いや
排泄ケア・入浴支援等での配慮）

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　



自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述
運営推進会議で話しあった

内容
外部評価 記述

27
日々のその人らし
い暮らし

職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりの日常
生活における希望や意向、暮らし
のペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

職員側の都合で業務を遂行する
ことなく個々の状態やペースに合
わせた支援を行い希望に応じて柔
軟に対応している。

28
食事を楽しむことの
できる支援

食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしな
がら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

通常の食事以外に食事が楽しみ
なものになるよう希望や嗜好、行
事食を取り入れ入居者と職員が一
緒に作る場面を設けている。ま
た、自己にて片付けできるよう食
器等に工夫し、一連の作業で力を
発揮されている。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

・食材として庭の畑で入居者と育てた野菜を収穫
し食卓に並んだらさぞかし美味しいことでしょう。
畑の手入れご苦労様です。
・包括K様より「特別食が必要になっているので
すね」の問いに「現在、常食からミキサー食、胃
瘻の方まで個々の状態で提供しております。出
来るだけ食事が楽しみとなるよう心掛けていま
す」と回答。

29
栄養摂取や水分確
保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、
一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

個々の状態に応じ形態や量加減
を調整している。また、食事・水分
減時は主治医の指示にて補助食
やカロリー調整を行い全ての個人
記録に記載し、管理を徹底してい
る。

食事量やカロリー量など主治医
が把握し本人の健康維持に必
要な形で指示を出してくださる
ので安心しています。

30 口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

毎食後の歯磨き、義歯洗浄にて口
腔内清潔保持に努め歯科主治医
連携にて口腔全般の状態の把握
と緊急時の対応、ケア指導や講習
実施にて入居者のケアに反映さ
れている。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

包括K様より、「定期検査を入れてあ
るとの事」に対し「入所後、口腔内に
問題が発生した場合や、半年に一
度歯科主治医との連携にて定期健
診を実施しております」と回答。

31 排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支
援、便秘の予防等、個々に応じた
予防に取り組んでいる

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

状態に応じてパンツやオムツを使
い分け、排泄パターンを知ることで
オムツ外しや自立排泄可能期間
維持に努めている。また、個別の
排便チェツクにて食事形態の変更
や服薬実施

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

オムツからリハビリパンツへリハ
ビリパンツから布パンツへ各1名
改善されている。

32
入浴を楽しむことが
できる支援

一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、
職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支
援をしている

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

入浴前に健康状態を確認し、入浴
が心身共にくつろげ楽しみに感じ
て頂けるよう希望時間、回数を考
慮しコミュニケーションを図りなが
ら支援している。（１０１温泉実施）

6/10　2年ぶりの温泉旅行
開催に入居者の笑顔爆発
楽しい時間を過ごされました。

33 安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

職員は個々一日の睡眠や休息パ
ターンを知り状態を見極め緊張や
疲労等その時々で柔軟に対応し
ている。ストレスのない生活の流
れを把握することで心身の安定を
図っている。

生活リズムを整えるだけでなく、
心身を休める工夫が考えられて
いる。

34 服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

多々医療機関を抱えるため服薬
には慎重な態度で臨んでいる。連
携薬剤師を持ち、指導がなされ職
員は知識を身に着け服薬支援、
症状変化時の早急な対応が行わ
れている。

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない



自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述
運営推進会議で話しあった

内容
外部評価 記述

35
役割、楽しみごとの
支援

張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

本人の生活歴や嗜好については
できるだけ詳しくセンター方式に記
載して頂き自分らしく暮らして頂け
るよう有する力を踏まえ役割や希
望を取り入れ生きがいある生活の
実現に繋げている。

情報収集として入所の際に聞
き込みさせて頂いているが施
設生活の中で変化していくこと
も増えてくる。

その時々の状況に合わせた臨
機応変な対応に入居者が安心
している。

36 日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援
に努めている。また、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支
援している

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

外出支援は入居者の意向が反映
され職員が安全第一に企画してい
る。地域資源をフル活用し地域交
流の場や遠方への福祉バス旅行
はとりわけ人気を呼んでいる。個
別買い物支援や家族との外出支
援等にも積極的に取り組んでい
る。（バス旅行家族参加あり）

コロナの状況を見ながら外出
範囲を広げる。現在は入居者
の行きたいところの希望を募っ
ている。

面会制限緩和にて家族と過ご
す時間ができたらバス旅行等外
出行事に参加して頂きたい。

37
お金の所持や使う
ことの支援

職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

個々が使えるお金を所持し、必要
に応じて使える。また、自己管理
できない場合は家族と相談し施設
管理している。その際、内訳明細
書、領収書、金銭出納帳等で確認
報告を行っている。（個別買い物
支援）

38 電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りができ
るように支援をしている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

家族や大切な人との関係が途切
れないよう手紙や電話支援をして
いる。現在はオンライン面会や家
族SNSも導入しお互いの様子を直
接動画で送ったり、話が出来てい
る。特に遠方の家族や知人にも支
援の輪が広がっている。

39
居心地のよい共用
空間づくり

建物内部は一人ひとりの身体機
能やわかる力を活かして、安全か
つできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。共用の空
間が、利用者にとって不快や混乱
をまねくような刺激がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、一人ひとりが居心地よく過ご
せるような工夫をしている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

共用空間は動線上の危険物排除
し、できるだけ個々が自立した生
活が送れるよう安全で居心地よい
場所となるよう心掛けている。共
同生活の場は気の合った仲間同
士楽し気に過ごされる場面あり自
由かつ工夫された空間となってい
る。また、居室は今までの生活ス
タイルを継続でき、慣れ親しんだ
物を持ち込むことを基本に状態に
合わせた工夫も考慮されている。

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない



自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述
運営推進会議で話しあった

内容
外部評価 記述

40
本人は、自分の思い、願い、日々
の暮らし方の意向に沿った暮らし
ができている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

可能な限り一人ひとりの思いや願
いを聞き取る、あるいは行動・言
動・表情などから今の思いを知り
本人の意向に沿う暮らし方ができ
るように努めている。

41

本人は、自分の生活歴や友人関
係、暮らしの習慣、特徴など様々
な情報をもとに、ケア・支援を受け
ることができている

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

センター方式のアセスメントで得た
情報を基にケアプランを作成し個
別ケアや支援を行っている。また
日々の関わりの中でその変化を
見極め支援に繋げている。

42

本人は、自分の健康面・医療面・
安全面・環境面について、日々の
状況をもとに、ケア・支援を受ける
ことができている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

毎日の個人活動・バイタルチェック
の記録や毎月の往診の記録をも
とに、職員は情報を共有し常に体
調や本人の思いを考慮しながら安
全に居心地の良い生活ができる
よう個別ケアや支援をしている。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

家族よりコメントあり「日常の健
康管理は主治医が対応して頂
き状況によって他科医院が協力
している。急変時は指示並び往
診にて対応、家族には経過や
報告がある為安心している」

43
本人は、自分のペースで、これま
での暮らしの習慣にあった生活が
できている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

共同生活ではあるが個々のペー
スを大切にし、これまでの生活に
近い自分らしい生活が送れるよう
に支援しマイペースに有意義な時
間を過ごされている。

家族よりコメントあり「本人が毎日楽
しんで普段通りの生活がおくれてい
るこの様なことが大事だと思いま
す。出来ないことが増えていますが
よろしくお願いします」

44
本人は、自分のなじみのものや、
大切にしているものを、身近（自
室等）に持つことができている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

入居前に使用されていた本人が
安心する馴染みの物や家具・装飾
品等を居室に置き、家族の写真や
頂いた手紙はいつでも手に取れる
よう居心地の良い空間づくりをして
いる。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

生活の機能性C回答のあったI様よりコメントあ
り。「入所がコロナ禍にあった為ほとんど自室内
をビデオ等で見る事しかできない状態が続いて
いるが壁には家族の写真や職員が制作したモ
ビールな等が寝たきりの入居者の目線に入るよ
う工夫され心地よい音楽なども流れている」
家族よりコメントあり「長く居室に入っていません
が行事や誕生会等のプレゼント、LINEでの動画
を見る限りでは母らしいお部屋作りになっていま
す」

45

本人は、自分の意向、希望によっ
て、戸外に出かけることや、催
（祭）事に参加することができてい
る

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

職員の付き添いで本人希望に
沿って出かける事が出来ている。
コロナ禍前は家族付き添いでの本
人要望外出や家族要望での墓参
りや買い物での外出や外泊が出
来ていた。

外出の規制はあるが十分注意
を払い本人の意向に沿った支
援が出来るように関係各社に
協力をお願いしている。

家族よりコメントあり「外出が難
しい中、地域資源の協力の下主
治医の許可を頂きバス旅行等
開催して入居者の楽しみを一番
に考えての事、感謝しています」

生活の継続性

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）

本人主体の暮らし
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述
運営推進会議で話しあった

内容
外部評価 記述

46

本人は、自分ができること・できな
いこと、わかること・わからないこ
とを踏まえた、役割や、楽しみごと
を行うことができている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

センター方式を活用し「できること」
「わかること」を把握し、個々に役
割を担い生活リハビリを行うことが
日課になっている。少し手伝い、
出来ると楽しい様子で持てる力を
発揮する原動力になっている。

家族よりコメントあり「入所前は
何もできない、何もしたくない状
況でした。ところが、LINE画像で
のいきいきとした母を見て頑
張ってくれている事に感激しまし
た」

47

本人は、自分がいきいきと過ごす
会話のひと時や、活動場面を
日々の暮らしの中で得ることがで
きている

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

生活リハビリ、学習療法、レクリ
エーション、園芸療法の活動を通
じて会話したり笑ったりしながら楽
しく過ごす中で個々の担う役割を
見つけ生きがいを見出し自分らし
さを感じることが出来ている。

A．充分にできている
Ⓑ．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

個々の役割の工夫、決して欲を
出さず着実に可能性がある事
柄で入居者の意欲や満足を十
分引き出して頂き大切なことを
学びました。

48
本人は、自分なりに近隣や地域
の人々と関わったり、交流するこ
とができている

A．充分にできている
B．ほぼできている
Ⓒ．あまりできていない
D．ほとんどできていない

地域の行事・清掃活動・防災訓練
への参加や園芸療法で出来た作
物のお裾分けなどで交流が出来
ていたがコロナ禍の影響で関りが
少なくなっている。

地区の清掃活動や地域消防訓
練、中央西地区運動会、
ボランティア依頼し交流会等一
日も早く入居者と参加できるこ
とを願っています。

美化活動は職員と共に参加ボ
ランティア活動、特に歌や踊り、
子供たちの参加が人気あるよう
です。

49 総合

本人は、このGHにいることで、職
員や地域の人々と親しみ、安心の
日々、よりよい日々をおくることが
できている

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

気持ちが表現できる人は「ここは
良いがね」「ここにずって居ていい
ですか」「今は幸せです」と言葉が
ある。寝たきりの人も安心されて
いるような表情が見て取れ安心で
充実した日々を送っていると感じ
取れる。

本人にとって施設が生活の場
であることの理解と家族がどの
ように暮らしを望まれる施設生
活。

Ⓐ．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない

・自分の居場所がある。
・寄り添ってくれる人がいる。
・困ったときに助けてくれる。
・自分を守ってくれる。
・幸せな気持ちになれる。（入居
者が感じる生活）

本人が持つ力の活
用


